
 
プレスリリース 

2021 年 2 月 

 

 

 

paintings 

フランシス真悟、伊庭靖子、篠田太郎、小沢剛 

 
会期：2021 年 2 月 26 日（金）– 4 月 3 日（土） 
開廊時間：火−土（日月祝休）12:00-19:00 
 
 
MISA SHIN GALLERYは、2月26日（金）から4月3日（土）まで、同時代に生きる４人のギャラリー

アーティスト、フランシス真悟、伊庭靖子、篠田太郎、小沢剛によるグループ展「 paint ings」を開催

いたします。 
 

フランシス真悟は、幾層にも重ねられたブルーの抽象画や、深い色彩のモ

ノクローム作品によって、絵画における空間の広がりや精神性を探求し続

けているアーティストです。フランシスの近年の「Interference」シリーズ

は、特殊な素材が引き起こす光の干渉によって、絵の具の複数の層に光が

通り、見る角度によってさまざまな色が立ち現れるペインティングです。

鑑賞者の動きがもたらす視覚の効果は、そこでしか感じられない絵画への

体験を誘発します。 

 

 

 

 

伊庭靖子は、クッションや陶器など身近

な素材を題材に、その質感や空気感など

を絵画上に引き出し、観るものの感覚に

うったえる作品で知られるアーティス

トです。1990 年代前半から活動を始め

た伊庭は、一貫して対象物を写真で撮影

し、その写真をもとに絵を描くという手

法で制作してきました。2019 年には東

京都美術館で、およそ 10 年ぶりとなる

美術館での大規模個展を開催。伊庭の

2000 年以降の仕事を振り返った内容と

なりました。本展では、クッションを題材にした近年の作品を展示します。 

 

フランシス真悟, Spectrum in Six (cerulean, violet 

and emerald), 2020, Oil on canvas, 61 x 61 cm 

伊庭靖子, Untitled 2014_02, 2014, Oil on canvas, 112.1 x 193.9 cm 



 
篠田太郎のペインティング作品「桂」は、油彩画の基本的な素材を

用いて制作されていますが、私たちが見慣れたペインティングとは

一風異なっています。麻布のキャンバス自体が大きな余白を作り、

その余白は、端から中心部に向かって曲面を描きながら５センチほ

ど窪んでいきます。中心部は平面となっており、抽象的な色の構成

やグリッド状の線が、油絵の具によって描かれています。日本庭園

の造園家としてキャリアをスタートさせた篠田は、西洋的な時空間

の捉え方に違和感を持ちつつ、自分自身の時空間の捉え方をも、そ

れがどのように獲得されたか疑ってかかります。ペインティングを

鑑賞する距離ひとつ取ってみても、私たちの様々な共通認識やその

延長線上にある生活、社会、文化に基づいた身体的なリアクション

でもあると捉えます。篠田のペインティングは、それらを再考し、

その前提となっているものを問い直すことから始まっています。 

 

小沢剛は、古代から現代までの日本美術史上の

名画を醤油で描き陳列した《醤油画資料館》を

発表後、国内外の美術史上の名作を本物の醤油

を用いて模写する「醤油画」シリーズを制作し

てきました。この架空の絵画ジャンルは、小沢

の代表作の一つになっています。本作品は、ア

ンディ・ウォーホルの「エルヴィス」を引用し

た作品です。ウォーホルによるポップカルチャ

ーのアイコン「エルヴィス」を、日本のドメス

ティックなシンボルである醤油で描くことで、

近代化と西洋化を一見成し遂げたかのように

見える今日の日本を含め、戦後日本の現代美術

史と世界の美術史の成り立ちに疑問を投げかけます。そして、この架空の絵画ジャンルは、「美術」という

システムそのものに対する疑問を改めて問い直します。 

 

アートの最も古い手法の一つであるペインティングというメディウムにおいて、さまざまに挑みつづける

４人の多様な表現をお楽しみください。 
 
フランシス真悟 Francis Shingo 
1969年カリフォルニア州サンタモニカ生まれ。現在ロサンゼルスと横浜を拠点に活動。絵画における空間の広がりや精神性を探求し続けている。

DIC 川村記念美術館（千葉、2012 年）、市原湖畔美術館（千葉、2017 年）、セゾン現代美術館(軽井沢、2018年)、マーティン美術館 (ウェー

コ、テキサス、2019) 国内外の多数の個展、グループ展に参加。 
 
伊庭靖子 Iba Yasuko 
1967 年京都市生まれ。嵯峨美術短期大学版画科専攻科修了。主な個展に「まばゆさの在処」神奈川県立近代美術館鎌倉館（2009 年）、「まなざし

のあわい」東京都美術（2019 年）。国内外の多数の展覧会に参加。神奈川県立近代美術館、東京都現代美術館、The Cleveland Museum of Art
（米国）など多くのパブリックコレクションに所蔵されている。 
 
篠田太郎 Shinoda Taro 
1964年東京生まれ。造園を学んだ後に作家活動を開始する。一貫して人間と自然の関わりを深く問う作品は、ドローイング、彫刻、ビデオ、イン

スタレーションと多岐にわたる。Martin-Gropius-Bau（ベルリン、2019年）、シャルジャビエンナーレ (2017年)、シドニービエンナーレ（2016
年）、森美術館（東京、2010年）、など国内外の展覧会にも多数参加。国際的に高い評価を得ている。 
 
小沢剛 Ozawa Tsuyoshi 
1965年東京生まれ。1991年東京藝術大学大学院美術研究科壁画専攻修了。自らの周辺や美術の歴史などから様々な事象を拾い上げ、ユーモアと

鋭い批評精神で制作を続ける。「地蔵建立」、「なすび画廊」、「醤油画資料館」、「ベジタブル・ウェポン」などに代表される作品は国内外で高い

評価を受けている。 

お問い合わせ：info@misashin.com  Tel: 03-6450-2334 

篠田太郎, 桂・ロ Katsura 02, 2020, Oil on canvas 

120 x 95 x 8 cm 

 

小沢剛, Soy Sauce Art: Andy Warhol 醤油画(アンディ・ウォ―ホル), 

2013, Soy sauce, acrylic medium, gesso on canvas, 140 x 210 cm 


